
Community Magazine of JA Doutou Asahi

No. 97　JA道東あさひ

も く じ
2

4

5

6

7

8

9

10

11

12

道東あさひ管内草地の土壌分析結果について

第８回女性部通常総会・ＪＨＣ第２７回通常総会

みどりのＪＡお仕事紹介（営農サポートセンター設立準備室）

営農のページ（普及センター）

営農のページ（根釧農業試験場）

別海高校より

JAグループ通信

連載 ＪＡグループ北海道大会実践フォーラムパネルディスカッション

より使いやすく、便利に　ＪＡバンクのＡＴＭが変わりました

３月生乳生産・乳代単価情報・市場カレンダー・運勢・編集局から

～今年こそ全道大会優勝へ～　ＪＡ道東あさひ野球部恒例の牧草ロール転がし：第10回 別海町ウエスタンカーニバル
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道東あさひ吾久里塾第3期生開講式
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あさひ四兄弟
長男 たいよう・次男 だいち
長女 みどり・次女 みるく

道東あさひが、北海道信連の重点推進項目表彰（貯金部門）を受けました。
４月１１日、表彰状を受け取る原井松純組合長

  を守ろうＴＰＰから
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道東あさひ管内草地の土壌分析結果について道東あさひ管内草地の土壌分析結果について道東あさひ管内草地の土壌分析結果について
当ＪＡ管内において、平成２６年度から平成２８年度にかけて土壌分析を行った結果についてご報告します。

≪ＪＡ管内全体―２８年度結果及び３カ年の推移≫

◇平成２６年度：　　７８３検体
◇平成２７年度：１，５１６検体
◇平成２８年度：１，２０１検体

（１）土壌ｐＨ
　土壌ｐＨについては、全体の約８３％が基準値の5.5
～6.5の範囲内にあり、改良目標値である6.0～6.5の範
囲に全体の約６１％の圃場がおさまっています。
　土壌ｐHの低下は、肥効率や土壌微生物の活性の低下、
作物の生育阻害、雑草の侵入などに影響します。

（２）リン酸（Ｐ）
　約７０％の圃場でリン酸の蓄積がみられます。リン酸
蓄積圃場では、分析結果に基づいた施肥設計を行うこと
で、減肥及び肥料コストの低減を図ることができる場合
があります。リン酸が不足している場合、草丈の低下や
分げつの減少がみられることがあります。

（３）カリ（Ｋ）
　カリ成分については、約７７％の圃場で蓄積傾向がみ
られます。カリが不足している場合、マメ科牧草の衰退
や収量の減少、過剰の場合は嗜好性が低下し、周産期病
への影響が出ることがあります。スラリーや堆肥の投入
量に応じた肥培管理が必要です。

（４）苦土（Ｍｇ）
　苦土成分については、約５３％の圃場で蓄積傾向があ
ります。また、３カ年の推移をみると、適正及び不足圃
場が増加し、蓄積圃場が減少傾向にあります。
　牧草が効率よく養分吸収を行うためには、カルシウム
やカリとのバランスを保つことが必要です。苦土及びカ
ルシウムが不足している圃場については、苦土タンカル
の施用によるバランスの改善が必要となります。
［基準値（火山性土の場合）］
・石灰・苦土比（Ｃａ/Ｍｇ）：５～１０
・苦土・カリ比（Ｍｇ/Ｋ）：２以上

（５）石灰（Ｃａ）
　石灰は約７１％の圃場で不足となっています。石灰の
不足はｐHの低下やリン酸の吸収低下に影響し、またマ
メ科牧草の維持にも重要となっております。定期的なカ
ルシウム資材（タンカル等）の投入が必要です。

各分析値について

検体数

計３，５００検体
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ＪＨＣ第２７回通常総会

会
員
も
随
時
募
集
中
！

　

３
月
30
日
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
ジ
ュ

ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
第
27
回
通

常
総
会
が
、
本
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
宣
言
に
続
き
、
出
席
者
全
員

で
『
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
誓
い
』
を
朗

唱
し
た
後
、
下
町
運
営
委
員
長
か
ら
開
会
挨
拶
が
あ

り
、
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画

（
案
）
な
ど
全
て
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
３
名
の
新
規
会
員
が
お
り
、
計

21
名
と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
ジ

ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校

１
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
ま
で
の
お
子
様
な
ら

ど
な
た
で
も
入
れ
ま

す
。
新
規
会
員
を
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
合
せ
下

さ
い
。

友達が好き！遊びが好き！牛が大好き！サマースクールの様子　キャンプファイヤーで交流

ジュニアホルスタインクラブに関するお問い合わせは
ＪＡ道東あさひ　別海本所　生産部　家畜改良課

TEL（０１５３）７５－２２０３

第８回女性部通常総会

新
役
員
体
制
が
承
認

　

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
女
性
部
第
８
回
通
常
総
会
を
３
月
23

日
、
Ｊ
Ａ
本
所
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
各
支
部
よ
り
26
名
の
代
議
員
、
12
名
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
が
出
席
し
、
大
内
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
Ｊ
Ａ

道
東
あ
さ
ひ
田
中
代
表
理
事
専
務
、
根
室
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
長
船
次
長
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
べ
つ
か
い
支
部
の
杉
本
美
由
紀
さ
ん
、
根
室
支
部
の

市
橋
あ
つ
子
さ
ん
を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
事
業
報

告
や
収
支
決
算
報
告
、
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）
等
、
提
出
さ

れ
た
議
案
は
全
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
終
了
後
は
Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
改
選
で
は
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

写真　後列左から
監　　事　佐藤あかね（上春別支部）
監　　事　山下　美佐（根室支部）
代表監事　佐藤　節子（西春別支部）
監　　事　杉本美由紀（べつかい支部）

前列左から
副部長　荒井　典子（上春別支部）　
部　長　伊藤　邦子（根室支部）　
副部長　竹花　智子（西春別支部）　
副部長　青木　一枝（べつかい支部）
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「農作業安全を再確認」
～搾乳作業を見直しましょう～

　

若
葉
が
薫
る
頃
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
本
格
的
に
作
業
が
始
ま
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
忙
し
く
な
っ
て

つ
い
無
理
を
し
が
ち
で
す
が
、
ゆ

と
り
を
も
っ
て
作
業
に
あ
た
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

作
業
の
安
全
性
に
つ
い
て
再
度
、

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

１
．
農
作
業
事
故
の
実
態

　

農
作
業
事
故
の
多
く
は
「
牛

舎
」
で
起
き
て
お
り
、「
搾
乳
作

業
」
と
「
家
畜
の
管
理
（
牛
の
移

動
・
治
療
）
」
に
よ
る
も
の
が
74

％
を
占
め
ま
す
（
図
１
）
。

　

搾
乳
時
の
事
故
の
う
ち
７
割
が
、

搾
乳
中
（
作
業
全
般
を
含
む
）
や

ミ
ル
カ
ー
操
作
時
、
前
搾
り
・
乳

頭
清
拭
時
に
発
生
し
て
い
ま
す

（
図
２
）
。
牛
が
「
暴
れ
る
・
動

く
・
押
さ
れ
る
」
こ
と
が
要
因
と

な
り
、
「
蹴
ら
れ
る
・
踏
ま
れ

る
・
挟
ま
る
」
な
ど
の
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。

２
．
農
作
業
事
故
を
防
ぐ
に
は

（
１
）
牛
の
き
も
ち
を
理
解
す
る

　

牛
は
「
恐
怖
」
を
察
知
す
る
能

力
が
高
い
生
き
物
で
す
。
急
な
動

き
、
大
き
な
音
、
い
つ
も
と
違
う

気
配
な
ど
を
感
じ
、
暴
れ
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
牛
体
に
触

れ
な
が
ら
搾
乳
を
行
う
こ
と
で
、

牛
に
安
心
感
を
与
え
つ
つ
、
搾
乳

者
は
素
早
く
危
険
を
察
知
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
搾
乳
者
は
し
ゃ

が
み
込
ま
な
い
で
片
膝
を
立
て
る

な
ど
、
素
早
く
動
け
る
体
勢
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
初
妊
牛
は
分
娩
前
か
ら

馴
致
を
行
い
、
搾
乳
に
備
え
ま
し

ょ
う
。
分
娩
前
か
ら
乳
房
に
触
れ

て
搾
乳
の
馴
致
を
行
う
こ
と
で
、

搾
乳
に
よ
る
恐
怖
を
緩
和
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

牛
は
搾
乳
中
に
恐
れ
を
感
じ
る

と
「
蹴
る
」
行
動
を
と
り
ま
す
。

蹴
る
こ
と
で
そ
れ
を
解
消
で
き
る

と
学
習
す
る
と
、「
蹴
り
癖
」
が

付
い
て
し
ま
い
ま
す
。
毎
日
の
搾

乳
で
「
蹴
り
癖
」
が
付
い
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
搾
乳

を
不
快
に
思
わ
せ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

（
２
）
泌
乳
生
理
を
意
識
す
る

　

乳
頭
口
は
と
て
も
敏
感
で
す
。

過
搾
乳
な
ど
で
乳
頭
口
を
傷
つ
け

る
と
、
搾
乳
時
に
牛
が
暴
れ
る
原

因
に
な
り
ま
す
（
写
真
１
）
。

　

乳
頭
刺
激
（
前
搾
り
・
乳
頭
清

拭
）
を
し
っ
か
り
行
い
、
泌
乳
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
に
合
わ
せ
て
ミ
ル

カ
ー
の
装
着
を
行
う
こ
と
で
、
乳

頭
へ
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
３
）
安
全
対
策

　

ま
ず
は
事
故
防
止
対
策
を
は
か

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
牛
舎
全
体

を
明
る
く
し
て
整
理
整
頓
を
す
る

こ
と
で
、
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、

危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
牛
舎
内
の
角
や
出
っ
張
り
部

分
は
時
に
凶
器
と
な
っ
て
し
ま
う

場
合
が
あ
る
の
で
、
写
真
２
の
よ

う
な
対
策
を
行
う
と
良
い
で
し
ょ

う
。

　

事
故
が
起
き
た
時
に
素
早
く
対

処
で
き
る
よ
う
に
、
救
急
セ
ッ
ト

や
洗
眼
用
具
を
牛
舎
に
常
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
緊
急
時
の
連
絡

の
た
め
に
携
帯
電
話
を
持
ち
歩
く

な
ど
、
日
頃
か
ら
農
作
業
安
全
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
！

図1　平成25年度
根室管内における農作業事故内訳
（根室振興局・農作業事故発生状況報告より）

図2　平成25年度
根室管内における搾乳時の事故内訳
（根室振興局・農作業事故発生状況報告より）

写真1　傷んだ乳頭口

写真2　危険箇所対策

引っかかったり、ぶつかる可能性があるので、
（つなぎ牛舎の）ません棒の突き出した部分を
取り除きました。

搾乳作業
22.6%

牛の移動・牛の捕獲・運搬
23.5%

その他（家畜の管理）
28.1%

機械作業・点検・修理
13.6%

施設・器具・環境管理
9.5%

その他
2.7%

「搾乳作業」と
「家畜の管理」に
　よる事故

搾乳作業中
（作業全般含む）

58.5％

ミルカー操作時 5.7％

前搾り・乳頭清拭時
5.7％

牛舎環境・
人の不注意

（滑る・転ぶ等）
15.1％

その他
15.0%



「マップで確認、飼料用とうもろこしの最適品種選び」
根釧農業試験場 飼料環境グループ 牧野　司

１．北海道統一RM

表1　主要な飼料用とうもろこし品種の北海道統一RM一覧

図１　「安定栽培マップ閲覧システム」による「暦日マップ」
　　　の表示例（利用にはインターネット接続環境が必要）

1）＊は品種比較試験での標準品種
2）各種苗会社のカタログに掲載されているRM
3）北海道統一RM総体：総体乾物率30％に到達する日の北海道統一RM。
　（　）内はそのときの雌穂乾物率。ホールクロップ利用の指標。
　　北海道統一RM雌穂：雌穂乾物率50％に到達する日の北海道統一RM。
　　イアコーンおよび子実利用の指標。 （気象データ：メッシュ農業気象データ（（独）農研機構・中央農研センター）を利用した。）

「安定栽培マップ閲覧システム」配布希望の方は、根釧農試・飼料環境グループ
（0153-72-2842）までご連絡ください。DVDに保存し無料配布しています。

　4月号では飼料用とうもろこしが気象条件にどのように反応して生育するのかを明らかにし
た「生育モデル」、飼料用とうもろこしが安定生産できる地域を示した「安定栽培マップ」に
ついて紹介しました。5月号では種苗会社を選ばず共通の指標で早晩性を比較することができ
る「北海道統一RM」およびインターネット上の地図を用い「安定栽培マップ」上での任意圃
場の位置を知ることができる「安定栽培マップ閲覧システム」について紹介します。

　「生育モデル」と「気象平年値（最近20年
間）」を用いて目標乾物率到達日を品種ごと
に算出し、基準品種（「チベリウス」）に対
する差を基準品種のカタログRMに加算して、
任意の品種の「北海道統一RM」としました。
この「北海道統一RM」を用いることで種苗
会社を選ばず早晩性を比較することができ
ます（表1）。

２．安定栽培マップ閲覧システム

　「安定栽培マップ閲覧システム」（図1）は
収穫適期に達する確率を色分けした「確率
マップ」および収穫適期に達する暦日を色
分けした「暦日マップ」を閲覧できるシス
テムです。システムを以下の手順で利用す
ることで地域に適した品種選定をすること
ができます。
　①まず播種日を決めて各早晩性の「確率
マップ」を見て、地域に適したおおよその
早晩性を把握します。②次に①で把握した
早晩性の「暦日マップ」で圃場の位置とそ
こでの収穫適期到達時期を確認します。③
収穫適期到達時期と収穫予定時期が一致し
ている場合は、参照している「暦日マッ
プ」のRMに近い品種を「北海道統一RM一
覧」から選択します。一致せず、収穫予定
時期の方が遅い（早い）場合は、参照して
いる「暦日マップ」のRMより大きい（小さ
い）RMの品種を「北海道統一RM一覧」か
ら選択します。

品種名

39B29
KD254
デュカス
たちぴりか
クウィス
LG3215
ソリード
KD277
メルクリオ
ビビッド
P7631
エリオット
KD301
シンシア90
39H32
チベリウス
39T45
おおぞら
KD320
NewD90
きよら
TH058
DKC34-20
ビエナ
KD418
P8284
ネオデントアシル90
36B08
きみまる
北交65号
LG3520

早の早
早の早
早の早*
早の早
早の早
早の早
早の早
早の中
早の中
早の中
早の中
早の中
早の中
早の中
早の中
早の中*
早の晩
中の中
早の中
早の晩
中の早*
中の中
中の中
早の晩
早の晩*
早の晩
中の早
中の晩*
晩の早
晩の早
晩の中*

30
15
155
98
126
41
53
55
18
51
53
25
30
13
37
214
42
69
19
9
50
15
17
11
115
6
9
75
6
12
28

75
75
80
75
73
75
78
77
85
80
82
85
80
90
85
85
90
95
82
90
90
90
95
85
90
90
90
100
－
105
110

69
74
72
80
67
72
75
80
80
75
72
77
80
79
74
85
78
80
83
79
85
88
83
85
87
75
90
91
90
93
94

69（50）
70（50）
70（50）
72（46）
74（54）
74（52）
75（50）
77（49）
79（50）
80（53）
80（55）
80（52）
82（52）
82（53）
83（55）
85（51）
85（55）
85（54）
86（53）
86（55）
86（51）
87（50）
87（53）
88（52）
89（60）
89（53）
96（53）
96（53）
101（53）
103（53）
107（56）

早晩性

区分1）
現行
RM2）

北海道統一RM3）

総体 雌穂n

7
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●【酪・専】入学式が行われました 
　４月１０日（月）、
平成２９年度入学式が
本校体育館で行われ、
普通科８６名、酪農経
営科１１名、農業特別
専攻科８名が新たに入
学を許可され、多くの
来賓の方々が見守る中、
厳粛に挙行されました。また、入学式の中では、在校
生有志の「校歌隊」による校歌が披露され、会場から
大きな拍手を受けました。今年度は、全日制生徒２６
２名、専攻科学生１３名の計２７５名がこの学び舎で
学んでいきます。 

●【酪農経営科】農業クラブ紹介
　４月１１日（火）、
新入生と在校生の対面
式が行われ、全校生徒
が一堂に会しました。  
　その中で、農業クラ
ブ執行部の紹介も行わ
れ、酪農経営科の実習
の様子を、実際に花の
鉢上げ作業を行うなどして、わかりやすく紹介しまし
た。酪農経営科の入学生にはもちろん、普通科生徒に
も農業クラブ活動に関心を持ってもらえる良い機会と
なりました。
 
●【酪農経営科】クラス内意見発表が終了 
　４月１４日（金）、１７日（月）の２日間にわたり、
１年生から３年生の各クラスでクラス代表を選出する
ための、意見発表会が行われました。 
　春休み中に自分の考えをまとめ、クラス全員の前で、
酪農経営に関わることや環境問題等を発表するととも
に、発表に対する質疑応答をとおしてお互いの理解を
深めました。 
　この後、各クラス４名ずつを選出し、５月１日
（月）に行われる校内意見発表大会に臨みます。 

●「農業特別専攻科」新入生歓迎会を実施 
　農業特別専攻科では
４月１０日（月）に８
名の新しい仲間を迎え
ました。 
　新入生は、それぞれ
出身や経歴は異なりま
すが、これから２年間、
同じ学舎で同胞ととも
に学んでいく決意や希望に満ちた様子でした。また、

同日には学友会主催による新入生歓迎会が行われまし
た。２年目学生が短い準備時間の中でプロフィール冊
子を作成し、各学年お互いの経歴など自己紹介をし、
なごやかな雰囲気で歓迎会が実施されました。 
　これから２年間、専攻科の学生として学ぶ中で、地
域を担う農業者として、さらにステップアップしてい
ただきたいと思います。 

●「農業特別専攻科」春季交通安全講習会を実施 
　４月１１日（火）に
春季交通安全講習会を
実施しました。講師に
中標津警察署より、山
根 好章様、石井 智様、
別海派出所より原田 靖
弘様をお迎えして、
「管内交通事故発生状
況」や、「危険予測運転の励行」に関して講義をして
いただきました。過去に専攻科の学生が 1 名事故で亡
くなっており、二度とそのようなことが起こらないこ
とを願って、全員で黙祷を行いました。 
　また、講義終了後に車両の点検と事故防止について
の指導を受けました。  
　学生からは、「通学や仕事、また余暇の時間の運転
に関しても、慣れが一番危険だということを肝に銘じ
たい」、「日頃より、ラジエーターやエンジンオイル、
バッテリーの点検を怠
らないように心掛けた
い」といった感想が聞
かれました。 
　毎日の交通安全に対
する意識を改めて考え
直す良いきっかけとな
りました。 

●農業専門教科担当スタッフ紹介 
　人事異動に伴い、職員の転出、転入が
ありました。 
【酪農経営科】 
　酪農経営科長　大村　竜二（作物） 
　教　　諭　平岡　賢一（畜産） 
　教　　諭　中村　地平（畜産・酪農経営科２年担任） 
　教　　諭　明石　　哲（畜産・酪農経営科１年担任） 
　教　　諭　佐藤　　信（畜産・酪農経営科３年副担任）専攻科より
　実習担任教諭　高橋　克宣（食品・野菜） 
　実習助手　藤村　　稜（草花） 
【農業特別専攻科】 
　専攻科長　菊地　昭吾（畜産・専攻科 1 年担任）
　教　　諭　寺内まどか（畜産・専攻科１・２年副担任） 
　教　　諭　樋口　達也（畜産・専攻科２年担任）新採用
＜退　職＞ 
　教　　諭　海鉾　崇貴（美唄市にて就農） 

新入生による宣誓の様子

活動紹介の様子

新入生歓迎会の様子

車両点検の様子

講習会の様子
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平
成
20
年
度
か
ら
、
食
と
農
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
願
い
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
食
と
農
の
つ
な
が

り
を
解
説
し
た
教
材
本
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
道
内
の
小
学

校
へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
は
特

別
支
援
学
校
も
対
象
と

し
、
今
年
度
は
全
道
１
，

０
８
６
校
に
贈
呈
し
ま

す
。

　

本
会
か
ら
北
海
道
教

育
委
員
会
に
対
し
教
材

の
贈
呈
を
行
い
、
教
材

活
用
の
協
力
を
要
請
し

て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
競
技
部
は
、

今
年
度
の
新
体
制
に
つ
い
て
記
者
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
足
寄
町
出
身
の

清
水
美
穂
選
手
を
主
将
に
内
山
千
夏
、
加
藤
凪
紗
、

河
辺
友
依
の
新
人
３
選
手
を
加
え
た
11
名
で
、
全

日
本
実
業
団
女
子
駅
伝
や

個
人
種
目
で
の
目
標
達
成

に
挑
み
ま
す
。
今
年
は
同

部
発
足
30
周
年
。
清
水
主

将
は
「
30
周
年
に
ふ
さ
わ

し
い
結
果
を
出
せ
る
よ
う

チ
ー
ム
全
体
で
取
り
組
み

た
い
。
個
人
で
は
マ
ラ
ソ

ン
で
日
本
代
表
と
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　

農
産
物
輸
出
を
行
う
組
合
員
や
Ｊ

Ａ
へ
の
保
障
強
化
の
観
点
か
ら
日
本

貿
易
保
険
と
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

取
引
先
の
財
務
状
況
悪
化
等
で
代
金
回
収
不
可
能

と
な
っ
た
場
合
の
損
害
を
保
障
す
る
「
貿
易
保

険
」
の
保
険
料
が
10
％
引
き
で
提
供
可
能
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
本
体
の
損

害
と
接
触
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
保
障
「
ド

ロ
ー
ン
総
合
保
険
」
を
共
同
開
発
。
４
月
よ
り
共

栄
火
災
で
引
き
受
け
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
組
合
員
や
Ｊ
Ａ
の
負
託
に
応
え
る
保
障
提
供
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本

会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
。
年
３
回
発

行
し
て
お
り
、
様
々
な

医
療
・
健
康
情
報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
会
北
見
支
所
が
企
画
し
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
地
区
の
Ｊ
Ａ
広
報
誌
で
連
載

し
て
い
る
「
今
こ
そ
！
Ｊ
Ａ
〜
そ
の
意
義
と
役
割

〜
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
巡
る
報
道
が
多
く
さ
れ
る

中
、
改
め
て
私
た
ち
農
業
協
同
組
合
が
果
た
す
意

義
と
役
割
を
再
認
識
す
る
た
め
作
成
し
ま
し
た
。

「
協
同
と
は
」
「
日
本
の
農
協
は
な
ぜ
出
来
た

か
」
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
た
、
全
12
回
の

連
載
で
す
。
連
載
を

通
じ
て
、
組
合
員
だ

け
で
な
く
Ｊ
Ａ
広
報

誌
を
購
読
し
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ん
に

も
、
私
た
ち
の
成
り

立
ち
や
活
動
内
容
を

知
っ
て
も
ら
い
、
共

感
し
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

教育委員会への贈呈式↑
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連
載
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
協
同
の
力
で
実
現
す
る
農
業
所
得
20
％
増
大
に
向
け
て
」

「
協
同
の
力
で
実
現
す
る
農

業
所
得
20
％
増
大
に
向
け

て
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら

頂
い
た
ご
提
言
を
シ
リ
ー
ズ

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
終
回
は
、
村
上
光
男
氏

と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小

林
国
之
氏
の
提
言
を
紹
介
し

ま
す
。

　

営
農
指
導
に
は
、
２
年
前

の
Ｊ
Ａ
改
革
プ
ラ
ン
作
成
時

の
組
織
討
議
で
、
組
合
員
か

ら
販
売
と
営
農
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
、

技
術
も
経
営
管
理
も
含
め
た

営
農
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
大
き
な
声
で

あ
り
ま
し
た
。

　

中
央
会
で
は
、
10
年
以
上

前
か
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー
の

支
援
を
受
け
て
営
農
相
談
員

の
現
場
で
の
技
術
対
応
力
づ

く
り
の
基
礎
研
修
を
耕
種
・

畜
種
に
分
け
て
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
も
改
革
プ
ラ
ン

を
設
定
し
、
販
売
、
購
買
、

営
農
支
援
を
三
位
一
体
と
す

る
事
業
運
営
を
基
本
に
据
え

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、
組

合
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
の
事
業
展

開
が
重
要
で
す
。

　

販
売
力
強
化
に
つ
い
て

ロ
ッ
ト
が
少
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
Ｊ
Ａ
間
で
栽
培
基
準
を

統
一
し
て
ロ
ッ
ト
を
増
や
す

取
組
み
も
あ
る
の
で
、
Ｊ
Ａ

間
で
の
協
同
、
連
携
を
強
め

て
い
く
こ
と
も
、
作
物
に

よ
っ
て
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

販
売
は
、
協
同
組
合
な
の
で
、

委
託
販
売
を
基
本
で
進
め
る

の
が
当
た
り
前
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
組
合
員
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
、
共
計
の
一

部
見
直
し
、
あ
る
い
は
一
部

品
目
の
買
取
販
売
と
い
う
よ

う
に
、
必
要
な
も
の
は
、
全

体
的
な
合
意
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思

い
ま
す
。

　

８
月
時
点
で
、
農
業
所
得

20
％
増
大
に
向
け
た
数
値
目

標
を
持
ち
、
実
践
し
て
い
る

Ｊ
Ａ
が
、
半
分
く
ら
い
あ
り

ま
す
。
Ｊ
Ａ
い
わ
み
ざ
わ
の

事
例
も
含
め
、
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
通
じ
て
、
全
道
各
地

で
目
標
達
成
に
向
け
た
実
践

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

所
得
向
上
は
、
ど
の
よ
う

に
高
く
売
る
か
が
注
目
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
い
わ
み

ざ
わ
で
は
、
い
か
に
生
産
性

を
上
げ
る
か
と
い
う
観
点
で

農
協
の
体
制
を
作
っ
て
い
く
、

非
常
に
農
協
ら
し
い
事
例
で

し
た
。

　

農
業
所
得
20
％
増
大
と

い
っ
た
時
、
個
人
で
は
な
く

地
域
全
体
と
し
て
、
い
か
に

所
得
向
上
し
て
い
く
か
が
目

標
に
な
り
ま
す
。

　

協
同
の
力
と
い
う
点
か
ら

は
、
や
は
り
地
域
全
体
で
い

か
に
所
得
を
上
げ
る
の
か
が
、

見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
軸
と

考
え
ま
す
。

　

生
産
資
材
に
関
し
て
、
規

制
改
革
推
進
会
議
で
は
、
組

合
員
自
ら
が
つ
く
り
、
自
ら

が
利
用
す
る
協
同
組
合
と
い

う
農
協
の
本
質
を
見
誤
っ
た

議
論
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
が
噛
み
合
わ
な
い
ま

ま
、
議
論
が
進
ん
で
し
ま
う

と
大
変
な
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
分
か
っ
て
い
な
い

と
主
張
す
る
に
留
ま
ら
ず
、

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
本

当
に
大
事
な
点
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
買
取
販
売
に
つ
い

て
は
、
リ
ス
ク
を
と
っ
て
販

売
す
る
体
制
を
と
り
な
さ
い

と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

　

色
々
な
見
方
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
受
託
販
売
だ
と

農
協
が
販
売
努
力
を
し
な
い
、

だ
か
ら
買
取
り
を
す
べ
き
と

い
う
言
い
方
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

販
売
努
力
を
せ
ず
、
た
だ

右
か
ら
左
へ
流
せ
ば
、
い
く

ら
で
売
れ
て
も
手
数
料
が
入

る
か
ら
良
い
と
思
っ
て
い
る

農
協
の
販
売
担
当
職
員
は
一

人
も
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

逆
に
人
の
荷
物
を
預
か
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
生
懸

命
売
る
と
い
う
の
が
協
同
組

合
の
基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
で

す
し
、
そ
こ
が
見
え
な
く

な
っ
て
い
る
の
は
問
題
で
あ

る
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
数
値
目
標
達
成

に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
何
の
た
め

の
所
得
向
上
な
の
か
と
い
う

点
を
、
同
時
に
明
記
し
な
が

ら
、
取
組
み
が
全
道
的
に
広

が
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

村上　光男 氏
（むらかみ　みつお）
ＪＡ北海道中央会常務理事

小林　国之 氏
（こばやし　くにゆき）

北海道大学
大学院農学研究院 准教授

販
売
・
営
農
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成

地
域
全
体
の
所
得
向
上

Ｊ
Ａ
間
連
携
で

販
売
力
強
化

最
後
に
一
言

最
後
に
一
言

昨
今
の
議
論
に
つ
い
て



11

※両替の際にはＪＡバンクのキャッシュカードが必須となります。
※クレジットによるキャッシング・カードローン取引の際の操作画面が一部変更となります。
（クレジット取引は「クレジット」、カードローンは「その他」項目より取引できます）
※その他、上記記載内容についてご不明な点がございましたら、窓口までお問い合わせください。

より使いやすく、便利に
平成29年4月3日からJAバンクのATMが変わりました。
便利その１：全国どこからでも通帳入金

便利その２：全国どこからでも定期貯金

便利その３：キャッシングのリボ払いもＯＫ

便利その４
他行のキャッシュカードでも振込ＯＫ

便利その７
ＩＣキャッシュカードへの振込先情報登録

便利その６
ＡＴＭからＰａｙ－ｅａｓｙ（ペイジー）

便利その５：他行のＡＴＭからも振込ＯＫ

○道内ＪＡバンクの通帳があれば、道内は
　もちろん、道外ＪＡバンクのＡＴＭから
　でも通帳入金が可能になります。
○一部の県のＪＡバンクＡＴＭでは取扱い
　ができない場合があります。

○納付書にペイジーマークが付いていれば、
　道内のＪＡバンクＡＴＭからの納付が可
　能となります。また、納付内容の照会も
　できます。
○口座からの振替の場合は、道内ＪＡバン
　クのキャッシュカードでのみ取扱可能で
　す。
○ＪＡ窓口で取扱いができない歳入金につ
　いても、ＡＴＭからのマルチペイメント
　納付であれば取扱可能です。

○ＪＡバンクのＡＴＭで振込を行った振込
　先の情報（金融機関・店舗・口座番号・
　氏名・電話番号）を、ＩＣキャッシュカー
　ドに登録することで、次回の振込からは
　登録した振込先をＡＴＭ画面から選択す
　るだけ、面倒な入力は不要となります。
○これまでの振込カードは使用できなくな
　りますが、振込先情報等はＩＣキャッシュ
　カードに移行します。
○ＩＣキャッシュカードを使用した振込に
　おいて、これまで使用していた振込カー
　ドをＡＴＭに挿入すると、「ＩＣカードに
　登録する」旨のメッセージが出力され、
　振込カードが返却されます。返却された
　振込カードはその後は使用できませんの
　で、ＩＣキャッシュカードの振込先情報
　を利用して振込して下さい。
○なお、ＩＣキャッシュカードに登録され
　ている振込先情報が上限値（10件）と
　なっている場合は、新しい振込カードを
　発行します。
○一部のＪＡバンクＡＴＭでは取扱いがで
　きない場合があります。

○道内ＪＡバンクの総合口座通帳があれば、
　道内はもちろん、道外ＪＡバンクのＡＴ
　Ｍから総合口座定期貯金の口座開設が可
　能になります。
○そのほか、総合口座定期の受入や定期貯
　金通帳の記帳についても、道外ＪＡバン
　クのＡＴＭが利用できるようになります。
○一部の県のＪＡバンクＡＴＭでは取扱い
　ができない場合があります。

○クレジットカードでキャッシングをした
　場合、ＪＡバンクのＡＴＭなら一括返済以
　外にもリボ払いの選択が可能となります。
○一部のクレジットカードでは、取扱いで
　きない場合があります。

○道内ＪＡバンクのＡＴＭでは、道内ＪＡ
　バンク以外の他行キャッシュカードおよ
　び道外ＪＡバンクのキャッシュカードで
　も振込が可能となります。

○道内ＪＡバンクのキャッシュカードなら、
　道内ＪＡバンク以外の他行および道外Ｊ
　ＡバンクのＡＴＭからも振込が可能とな
　ります。
○一部のＡＴＭでは取扱いができない場合
　があります。
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今
月
号
よ
り
、
当
Ｊ
Ａ
や
酪
農

関
連
の
業
務
内
容
を
紹
介
す
る

「
み
ど
り
の
Ｊ
Ａ
お
仕
事
紹
介
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
は

「
顔
が
見
え
る
広
報
」
を
念
頭
に
、

道
東
あ
さ
ひ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
用
い
た
親
し
み
や
す
い

誌
面
で
人
物
紹
介
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

来
月
号
で
は
、
上
春
別
支
所
の

組
合
員
さ
ん
紹
介
と
西
春
別
支
所

の
職
員
紹
介
等
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
道
東

あ
さ
ひ
広
報
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

区　　分 3　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計

320,144t

98.0%

66,213t

99.0%

29,098t

96.8%

7,610t

99.5%

4,991t

89.9%

12,574t

97.7%

3,923t

98.1%

3,790,535t

99.7%

786,410t

99.9%

349,666t

97.6%

89,335t

98.8%

59,481t

92.1%

152,785t

98.9%

48,065t

98.8%

4.00%

4.02%

4.06%

4.07%

4.06%

4.08%

3.98%

4.05%

4.07%

4.08%

4.08%

4.09%

4.10%

4.12%

8.81%

8.78%

8.76%

8.72%

8.75%

8.72%

8.74%

8.73%

8.78%

8.76%

8.74%

8.70%

8.76%

8.72%

6.54円

6.89円

6.54円

6.89円

6.54円

6.89円

6.54円

6.89円

6.54円

6.89円

6.54円

6.89円

6.54円

6.89円

35.89円

36.05円

36.42円

36.51円

36.38円

36.57円

35.74円

36.29円

36.49円

36.52円

36.60円

36.66円

36.77円

36.89円

49.94円

49.78円

49.65円

49.41円

49.61円

49.40円

49.57円

49.44円

49.77円

49.61円

49.56円

49.29円

49.65円

49.39円

3.74円

3.73円

3.79円

3.76円

3.78円

3.74円

3.82円

3.69円

3.79円

3.76円

3.77円

3.76円

3.73円

3.77円

96.11円

96.45円

96.39円

96.57円

96.31円

96.61円

95.67円

96.31円

96.58円

96.79円

96.47円

96.60円

96.69円

96.95円

3月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

ホクレン市場カレンダー
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番
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番
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番
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6
番

5
番

4
番

3
番21日  

7
番

6
番

5
番

4
番28日  
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月

【全体運】心理的に不安定になる暗示。マ
　イナス思考せず、意識的に良い方向に考
　えましょう。読書をすると良いヒントが
【健康運】疲れをため込みがち。無理する
　のは厳禁
【幸運を呼ぶ食べ物】ウニ

【全体運】レジャー運が盛り上がっていま
　す。気の合う仲間たちとにぎやかに過ご
　して。クリエーティブな楽しみもラッキー
【健康運】健康法に凝りやすいよう。やり
　過ぎは×
【幸運を呼ぶ食べ物】カツオ

【全体運】言葉が足りず、身近な人ともめ
　てしまうかも。悪いと思ったら、素直に
　反省し、すぐに謝って。優しさも必須
【健康運】安定期。軽い運動が調子を上向
　かせそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ニンニク

【全体運】いろいろなことに興味を感じる
　星回り。無料体験教室などに参加して。
　ただ、手を広げ過ぎると永続性に難あり
【健康運】ささいなけがに、ご用心。行動
　は冷静に！
【幸運を呼ぶ食べ物】タケノコ

【全体運】プレッシャーを感じやすいよう。
　できる人と比較せず、「自分は自分」と
　開き直って。気晴らしには散歩が正解
【健康運】姿勢矯正を。体調改善に効果が
　あります
【幸運を呼ぶ食べ物】メバル

【全体運】行動力がアップします。さまざ
　まなジャンルに意欲が湧きそう。失敗を
　恐れず、どんどん試してみるのがベスト
【健康運】気が短くなる暗示が。笑顔が健
　康の秘訣（ひけつ）
【幸運を呼ぶ食べ物】サザエ

【全体運】物事を邪推しやすい時期です。
　信じる気持ちを大切に。気分転換するに
　は森林浴やトレッキングでリラックスを
【健康運】体力増強に力を注ぐと、元気に
　なれそう
【幸運を呼ぶ食べ物】フキ

【全体運】何かと迷いが生まれやすい期間。
　信頼できる人に相談して、知恵を貸して
　もらって。開運には芸術鑑賞がお勧め
【健康運】運動不足になりやすい。小まめ
　に動いて
【幸運を呼ぶ食べ物】ルッコラ

【全体運】人を当てにせず、自分のことは自
　力で励んだほうが手応えあり。新しい趣味
　を持つと、柔軟性が高まりそう
【健康運】話題のスポーツが体質に合い、好
　影響大
【幸運を呼ぶ食べ物】アジ

【全体運】新しいことにチャレンジする好
　機。思い切って行動を起こせば、スムー
　ズに理想的な展開に。自分磨きもグッド
【健康運】つい食べすぎやすい月。自制が
　必要です
【幸運を呼ぶ食べ物】夏ミカン

【全体運】社交性を発揮でき、人気運が高
　まる兆し。ただ、注意が散漫気味なので、
　慣れた作業ほど凡ミスに気をつけて
【健康運】ストレス解消には適度な休息を
　忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】タラの芽

【全体運】すんなり人脈を広げていける気配。
　初対面の相手でも気さくに話し掛けてみて。
　講演会などへの参加も刺激的に
【健康運】食生活のリズムが崩れ気味。自重
　が大事
【幸運を呼ぶ食べ物】ソラマメ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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